
 

 

 

 

 

 

 

 

プレスリリース カテゴリー【環境・サイエンス】 

報道関係者各位 

2013年 1月 31日 

 

人工照明による光害問題に取り組む世界最大の NPO「国際ダークスカイ協会」、 

環境・照明・天文分野等の専門家による「東京支部」を開設 

 

 

 震災後の電力危機をきっかけに、節電・省エネの風潮が広がって

います。中でも、明るすぎる照明環境がもたらす問題への気付

き・関心が高まっています。 

 

 「光害（ひかりがい）」と呼ばれるこの問題は、エネルギーの浪

費、生態系への影響、人体の健康への影響、交通の安全性の低下、

星空が見えにくくなることなど、一般市民にも身近なところで、

様々な問題を引き起こしていることが知られています。一方で、

照明は安全快適な生活や店舗装飾・ライトアップなどの演出に欠

かせない存在であることが、問題を複雑なものにしています。 

 

 この度開設した「国際ダークスカイ協会東京支部」では、環境分

野・照明分野・天文分野など様々な専門家が集まり、光害を抑え

省エネにも配慮した良好な光環境の形成という共通の目標に向

けて、分野を超えた情報交換や連携した取り組みを行うと共に、

一般の人々への情報発信・光害啓発活動を進めます。 
 

※国際ダークスカイ協会…1988年に設立され、アリゾナ州ツーソンに本部を置

くNPO団体。会員数 11,000名超、世界 17ヵ国に 57支部を有し、光害問題に

取り組む世界最大の活動組織。 

 

 IDA東京ウェブサイト：http://idatokyo.org 

 

 主な参加メンバー（2013.1.30現在、順不同） 

 

面出 薫 
照明デザイナー、Lighting Planners Associates 代表、武蔵野美術大学教授 

（街の光を観察・調査する市民参加の照明文化研究会「照明探偵団」を主宰） 

山本 晴彦 山口大学農学部 教授（「山口大学光害対策プロジェクト」を主宰） 

小野間史樹 星空公団（まちかど星空観望会や夜空の明るさ調査等の活動を全国で展開） 

小澤 英之 Earth & Sky Director（ニュージーランド・テカポで星空保護活動を推進） 

越智 信彰 東洋大学経営学部 准教授（ウェブサイト「光害.net」を主宰、IDA東京 事務局） 

 

 本件に関するお問い合わせ先 

国際ダークスカイ協会 東京支部 事務局（担当：越智
お ち

信
のぶ

彰
あき

） 

FAX：03-3945-7477  E-mail：ochi (at) idatokyo (dot) org 

国際ダークスカイ協会 東京支部（IDA東京）事務局 

〒112-8606 東京都文京区白山 5-28-20 東洋大学経営学部越智研究室 

Fax: 03-3945-7477 Mail: ochi (at) idatokyo (dot) org 

http://idatokyo.org/

